
神戸市生まれウィーン育ち。専門 は人工知能研
究。海外の研究機関を渡り歩き学界を牽引する。
自ら開発したヒューマノイドのアイに日本語を覚え
させるため日本に帰国。現在は、大学で研究室を
主宰し、世界中から集めた科学の問いを扱いな
がら日本語で考える知能システム構築に挑戦して
いる。趣味は囲碁で、苦手なものはワサビ。筋金入り
の阪神ファン。

本書では、各レッスンのテーマやトピック、
紹介されている実験について、博士と
ヒューマノイドのアイ、大学生のリクとが、
解説や対話をしながら皆さんをナビゲー
トします。

「LABCAST（Laboratory Broadcast）」として展開
される、博士とアイとリクとのゼミの生中継では、毎回
大きな科学の問いが設定されます。「グループに分か
れ た 争 いを 人 間 は い か にしてや められるの か？」

（L�）、「『多文化共生』は寛容な社会を作るのか？」
（L�）、「人はなぜ『うわさ話』が好きなのか？」（L�）、
「グループ討議はアイデアの生産性を高めるのか？」
（L�）、「テクノロジーは思想や文化とは無関係に発展
するのか？」（L�）「人工知能はどこまですごいのか？」

（L�）、「スポーツで『地元チーム』が勝ちやすいのはな
ぜなのか？」（L�）、「芸術はどのようなメカニズムで人
の心を動かすのか？」（L�）、というように、いずれも、人
間の文化や社会を考察する上で重要なテーマが掲げ
られ、世界中の調査や実験について紹介されます。博
士がアイとリクからの質問を受けながら思考を深める
アクティビティを提示し、解説を行います。世界中の科
学の問いに関する視点論点を体験し、続く本文への橋
渡しのアクティビティとして活用しましょう。

博 士

川崎市生まれ、ニュータウン
育ち。学部３年時に博士が
大学に移籍してきた関係で
博士の研究室に所属。草食
系で成績優秀。ゼミ長として
日々雑用を命じられている。
趣味はラーメンの食べ歩き。

リ ク

博士が開発したヒューマノイドで、現在、日本語
学習中。明るく聡明だが、時折バグが生じ、抜け
ている箇所もある。気が強く、リクにズバズバも
のを言う反面、乙女な側面も持つ。好物は博士
の焼いたドーナツで、趣味は競技カルタ。

ア イ

本
書
の
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ビ
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ー
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